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一　

は
じ
め
に

　

国
際
刑
事
裁
判
所
（International Crim

inal Court; 

以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
は
、「
国
際
社
会
全
体
の
関
心
事
で
あ
る
最
も
重
大
な
犯
罪
」

（「
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
」〔
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
〕
前
文
四
段
お
よ
び
九
段
）
た
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
（
集
団
殺
害
犯
罪
）、
人
道

に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
お
よ
び
侵
略
犯
罪

―
い
わ
ゆ
る
「
中
核
犯
罪
」（core crim

es

）

―
を
行
っ
た
者
を
訴
追
・
処
罰
す
る
た

め
に
設
立
さ
れ
た
史
上
初
の
常
設
国
際
刑
事
法
廷
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
掲
げ
る
基
本
原
理
の
一
つ
と
し
て
、「
補
完
性
の
原
則
」

（principle of com
plem

entarity
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
規
程
前
文
一
〇
段
、
一
条
お
よ
び
一
七
条
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
当
該
事
件

に
対
し
て
自
国
の
刑
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
々
に
第
一
次
的
な
裁
判
権
の
行
使
を
委
ね
た
上
で
、
自
ら
は
、
原
則
と
し
て
、

「
当
該
国
に
そ
の
捜
査
又
は
訴
追
を
真
に
行
う
意
思
又
は
能
力
が
な
い
場
合
」（
一
七
条
）
に
の
み
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
、「
国
家

の
刑
事
裁
判
権
を
補
完
す
る
」
役
割
を
担
う
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
は
、
一
見
す
る
と
、
第
一
次
的
な
裁
判
権
を
有
す
る
国
々
、
と
り
わ
け
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
締
約
国
に
対
し
て
、
規

程
の
実
体
法
的
側
面

―
刑
法
総
則
的
規
定
お
よ
び
中
核
犯
罪
に
関
す
る
各
則
的
規
定

―
に
関
す
る
国
内
法
を
整
備
し
た
上
で
、
そ
の

訴
追
・
処
罰
を
行
う
義
務
を
課
す
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
締
約
国
に
は
主
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の

管
轄
権
を
自
動
的
に
受
諾
す
る
義
務
（
規
程
一
二
条
一
項
）、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
行
う
捜
査
お
よ
び
訴
追
手
続
へ
の
一
般
的
協
力
義
務
（
八
六
条
）、

お
よ
び
、
裁
判
の
運
営
に
対
す
る
犯
罪
に
関
し
て
国
内
法
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
要
請
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
訴
追
す
る
義
務
（
七
〇
条
四

項
）
が
課
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
中
核
犯
罪
の
各
類
型
や
そ
れ
ら
に
関
す
る
刑
法
総
則
的
規
定
に
つ
い
て
立
法
手
当
を
行
う
義
務
は

お
ろ
か
、（
一
般
刑
法
上
の
犯
罪
と
し
て
）
中
核
犯
罪
を
訴
追
・
処
罰
す
る
義
務
す
ら
も
課
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
は
中
核
犯
罪
に
関
す
る
立
法
義
務
も
訴
追
・
処
罰
義
務
も
課
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
規
程
締
約
国
の
中
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に
は
、
日
本
の
よ
う
に
、
立
法
義
務
が
存
在
す
る
領
域
、
す
な
わ
ち
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
対
す
る
手
続
的
協
力
に
つ
い
て
は
立
法
手
当
を
行
う
一
方

で
、
中
核
犯
罪
に
関
す
る
国
内
法
整
備
は
行
わ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
方
式
」（
最
低
限
度
対
応
方（
1
）式）
を
採
用
し
た
国
々
が

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
実
体
法
的
側
面
に
関
す
る
国
内
法
整
備
を

―
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
そ
の
よ
う
な
立

法
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

―
行
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
国
が
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
加
盟
国
の
例
と
し
て
は
、

「
国
際
刑
法
典
」（Völkerstrafgesetzbu

（
2
）

ch

）
と
い
う
特
別
法
を
制
定
し
た
ド
イ
ツ
や
、
二
〇
一
〇
年
に
一
般
の
刑
法（
3
）典お

よ
び
軍
刑（
4
）法を

改
正
（
以
下
、
二
〇
一
〇
年
改
正
〔Revision 2

（
5
）

010

〕）
し
た
ス
イ
ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
国
の
よ
う
に
中
核
犯
罪
を
は
じ
め
と
す
る
実

体
法
上
の
諸
規
定
の
国
内
法
化
を
行
っ
た
国
々
が
採
用
し
た
方
式
は
、「
マ
ク
シ
マ
リ
ス
ト
方
式
」（
最
大
限
度
対
応
方
式
）
と
呼
称
さ
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
、「
何
を
」（
国
内
法
化
の
対
象
と
な
る
概
念
）・「
ど
の
よ
う
に
」（
そ
れ
ら
の
概
念
に
施
す
べ
き
修
正
や
立
法
の
方
式
な
ど
）

国
内
法
化
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
マ
ク
シ
マ
リ
ス
ト
諸
国
は
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
よ
う
な
国
内
法
整
備
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
方
式
と
の
対
比
が
よ
り
鮮
明
と
な
り
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
加
盟
す
る
国
々
や
日
本
を
は
じ
め
と
す

る
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
諸
国
に
と
っ
て
有
益
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
今
般
ス
イ
ス
が
行
っ
た
国
内
法
整
備
に
関
す
る
検
討
を
行
う
。
ス
イ
ス
の
例
か
ら
は
、
自
国
の
「
捜
査
又
は
訴

追
を
真
に
行
う
意
思
又
は
能
力
」
を
担
保
し
て
補
完
性
の
原
則
の
機
能
を
最
適
化
す
る
と
い
う
国
内
法
化
の
目
的
が
は
っ
き
り
と
看
取
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
、
ス
イ
ス
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
が
い
わ
ば
盲
目
的
に
国
内
（
刑
）
法
体
系
に
受
容
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
国
際
刑
法
の
次
元
お
よ
び
国
内
刑
法
の
次
元
と
い
う
二
段
階
の
検
討
を
通
じ
て
、
概
念
の
取
捨
選
択
お
よ
び
追
加
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ら
に
適
宜
修
正
を
加
え
た
上
で
国
内
法
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
過
程
で

―
右
の
目
的
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
だ
け
で
な

く

―
ル
ー
ル
・
メ
イ
キ
ン
グ
ま
で
も
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
最
後
に
、
各
国
に
よ
る
国
内
法
化
を
め
ぐ
る
動
向
は
、
国
際
刑
法

の
今
後
の
発
展
を
占
う
上
で
も
決
し
て
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
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具
体
的
な
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
と
り
わ
け
、
二
〇
一
〇
年
改
正
と
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
と
の
相
違
点
、
お
よ
び
、
そ
の
理
由
や
背
景

―
改

正
前
の
現
行
法
の
不
備

―
に
焦
点
を
当
て
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
（
お
よ
び
日
本
）
と
（
刑
）
法
体
系
や
法
文
化
が
比
較
的
近
似
し
て
い

る
ド
イ
ツ
の
例
も
適
宜
参
照
す
る
。

二　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
お
よ
び
関
連
条
約
に
関
す
る
国
内
法
整
備
の
経
緯

　

本
章
で
は
、
ス
イ
ス
刑
法
典
・
軍
刑
法
二
〇
一
〇
年
改
正
に
至
る
ま
で
の
経
緯
お
よ
び
同
改
正
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ス

イ
ス
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
お
よ
び
関
連
条
約
の
国
内
法
化
の
過
程
を
時
系
列
に
沿
っ
て
概
観
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
次
の
二
点

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
イ
ス
に
は
二
〇
一
〇
年
改
正
前
か
ら
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
規
定
が
（
不
十
分
な
が
ら

も
）
存
在
し
た
点
、
お
よ
び
、
ス
イ
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
へ
の
早
期
加
盟
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
批
准
時
に
は
実
体
法
に
関
す
る
国

内
法
整
備
は
行
わ
ず
、
こ
れ
を
「
第
二
段
階
」
へ
と
先
送
り
に
し
た
点
で
あ
る
。

㈠　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
以
前
の
関
連
条
約
に
関
す
る
国
内
法
整
備

　

ス
イ
ス
は
、
二
〇
〇
二
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
加
盟
す
る
以
前
に
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
規
定
（
の
一
部
）
を
軍
刑
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
ま

た
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
規
定
を
刑
法
典
の
改
正
に
よ
っ
て
国
内
法
化
し
て
い
た
。
以
下
で
は
、
両
犯
罪
に
関
す
る
規
定
が
整
備

さ
れ
た
経
緯
を
概
観
す
る
。

　

ま
ず
、
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
い
え
ば
、
一
九
四
九
年
に
採
択
さ
れ
た
傷
病
兵
保
護
条
約
、
海
上
傷
病
難
船
者
保
護
条
約
、
捕
虜
条
約
お

よ
び
文
民
条
約
の
四
つ
の
条
約
（
以
下
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
）
に
翌
年
の
発
効
当
初
か
ら
加
盟
し
て
い
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
一
九
五
〇

年
一
二
月
二
一
日
に
軍
刑
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
（
翌
年
七
月
一
日
施（
6
）行）。
し
か
し
な
が
ら
、
同
改
正
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
違
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反
行
為
を
軍
刑
法
旧
七
二
条
所
定
の
職
務
規
定
違
反
の
一
類
型
と
し
て
規
定
し
た
た
め
、
法
定
刑
が
軽
微
で
あ
る
点
、
お
よ
び
、
ス
イ
ス

軍
の
構
成
員
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
点
で
問
題
が
あ
っ
た
と
さ
れ（
7
）る。

　

次
に
、
ス
イ
ス
は
、
一
九
五
四
年
採
択
の
い
わ
ゆ
る
文
化
財
保
護
条
約
へ
の
加
盟
を
契
機
に
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
五
日
に
再
度
軍
刑

法
の
改
正
を
行
っ
た
（
翌
年
三
月
一
日
施（
8
）行）。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、「
武
力
紛
争
事
態
に
お
け
る
国
際
法
の
違
反
」
の
罪
が
新
設
さ
れ

た
（
軍
刑
法
旧
第
六
章
〔
旧
一
〇
八
条
か
ら
旧
一
一
四
条
〕）。
し
か
し
な
が
ら
、
本
改
正
で
は
、
国
際
（
武
力
紛
争
）
法
の
違
反
行
為
の
ご
く

一
部
が
定
義
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
（
旧
一
一
〇
条
か
ら
旧
一
一
四
条
）、
残
り
の
違
反
行
為
は
、「
戦
争
の
遂
行
並
び
に
人
及
び
財
産
の
保
護

に
関
す
る
国
際
条
約
の
規
定
に
違
反
」
す
る
行
為
と
し
て
、
一
般
条
項
（G

eneralklausel; 

白
地
規
定
）
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
（
旧
一
〇
九
条
）。
さ
ら
に
、
同
改
正
に
関
し
て
は
、
以
下
の
三
点
に
よ
っ
て
戦
争
犯
罪
の
適
用
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
時
（
ス
イ
ス
が
交
戦
状
態
に
あ
り
、
ま
た
は
開
戦
の
危
険
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
き
）
以
外
に
も
軍
刑
法
の
適
用
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
み
な
ら
ず
非
国
際
的
武
力
紛
争
（
内
戦
）
に
も
軍
刑
法
の
適
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ら
び

に
、
ス
イ
ス
軍
人
に
よ
る
（
武
力
紛
争
に
関
す
る
）
国
際
法
の
違
反
行
為
の
み
な
ら
ず
、「
文
民
」（
こ
こ
で
は
外
国
軍
人
を
含
む
）
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
違
反
行
為
に
つ
い
て
も
ス
イ
ス
で
訴
追
・
処
罰
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
（
軍
刑
法
旧
二
条
九（
9
）号）
の
三
点
に
よ
っ
て
、

軍
刑
法
の
事
項
的
・
人
的
適
用
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

時
代
が
下
っ
て
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
入
る
と
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
お
よ
び
ル
ワ
ン
ダ
紛
争
の
さ
な
か
に
行
わ
れ
た
中
核
犯

罪
に
関
す
る
刑
事
裁
判
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
行
わ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
一
九
九
六
年
に
ス

イ
ス
軍
事
裁
判
所
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
刑
事
手
続
で
あ
）
10
（

る
。
本
件
の
被
疑
者
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
四
年
に
ス
イ
ス
に
入
国
し
て
難

民
申
請
を
行
い
、
以
来
難
民
と
し
て
ス
イ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
ル
ワ
ン
ダ
人
、
フ
ュ
ル
ジ
ョ
ン
ス
・
ニ
ヨ
ン
テ
ゼ
（Fulgence 

N
iyonteze

）
で
あ
っ
た
。
本
件
は
、
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
（International Crim

inal Tribunal for Rw
anda; 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
お
よ
び
ル

ワ
ン
ダ
当
局
の
い
ず
れ
も
が
ス
イ
ス
に
対
し
て
被
疑
者
の
引
渡
し
を
要
請
し
な
か
っ
た
た
め
、
ス
イ
ス
国
内
で
刑
事
手
続
が
進
め
ら
れ
る
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こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
被
疑
事
実
は
、
一
九
九
四
年
当
時
、
ル
ワ
ン
ダ
国
内
の
ギ
タ
ラ
マ
（G

itaram
a

）
県
ム
シ
ュ
バ
テ
ィ

（M
ushubati

）
村
の
村
長
で
あ
っ
た
ニ
ヨ
ン
テ
ゼ
が
、
村
民
集
会
に
お
い
て
ツ
チ
族
お
よ
び
穏
健
派
フ
ツ
族
の
殺
害
を
教
唆
し
た
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ヨ
ン
テ
ゼ
は
軍
事
組
織
の
構
成
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
先
述
の
と
お
り
、
一
九
六
七
年
改
正
後
の
ス
イ
ス
軍
刑
法
の

下
で
は
、（
ス
イ
ス
軍
人
の
み
な
ら
ず
）
文
民
に
も
同
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
同
法
旧
一
〇
九
条
一
項
所
定

の
国
際
人
道
法
の
違
反
、
具
体
的
に
は
、
内
戦
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
、
お
よ
び
、
同
じ
く
内
戦
に
関
す
る
同
諸
条

約
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
に
つ
い
て
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
最
終
的
に
は
、
ス
イ
ス
軍
破
棄
院
〔
最
終
審
〕
に
お
い
て
一
四
年

の
拘
禁
刑
〔Zuchthaus
〕
お
よ
び
一
五
年
の
国
外
退
去
が
確
）
11
（

定
）。
同
事
件
に
関
し
て
は
、
処
罰
規
定
さ
え
あ
れ
ば
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
な
い
し

人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
よ
っ
て
も
処
罰
で
き
た
と
思
わ
れ
る
事
案
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
）
12
（
ず
、
戦
争
犯
罪
（
国
際
人
道
法
の
違
反
）
に

基
づ
く
処
罰
し
か
行
え
な
か
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

ニ
ヨ
ン
テ
ゼ
事
件
に
よ
っ
て
自
国
の
刑
法
の
不
備
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ス
イ
ス
国
内
で
は
中
核
犯
罪
の
国
内
法

化
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
批
准
が
眼
前
に
迫
っ
た
二
〇
〇
〇
年
、
ス
イ
ス
は
一
九
四
八
年
採
択
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

条
約
に
加
入
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
刑
法
典
旧
二
六
四
条
を
新
設
し
た
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
四
日
公
布
、
同
年

一
二
月
一
五
日
施
）
13
（
行
）。
同
罪
の
国
内
法
化
に
あ
た
っ
て
は
、
の
ち
に
人
道
に
対
す
る
犯
罪
が
国
内
法
化
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
）
14
（
て
、
刑
法

典
に
第
一
二
章
の
二
「
国
際
社
会
の
利
益
に
対
す
る
罪
」
が
新
設
さ
れ
た
（
二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
後
述
の
よ
う
に
改
称
）。

　

そ
の
後
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
軍
刑
法
上
の
規
定
の
場
所
的
適
用
範
囲
に
関
し
て
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
九
日
の
軍
刑
事
訴
訟
法
改

正
に
伴
う
軍
刑
法
改
）
15
（

正
（
二
〇
〇
四
年
六
月
一
日
施
行
）
に
よ
っ
て
、（
二
〇
一
〇
年
改
正
に
至
る
ま
で
）
ス
イ
ス
と
の
「
密
接
な
関
連
性
」

（enger Bezug

）

―
例
え
ば
、
ス
イ
ス
に
住
居
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

―
と
い
う
要
件
が
課
さ
れ
た
点
も
重
要
で
あ
る
（
軍
刑
法
旧
九

条
一
項
の
二
⒝
）。
同
改
正
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ル
ギ
ー
逮
捕
状
事
）
16
（

件
」
で
あ
る
。
同
事
件
は
、
旧
ベ
ル
ギ
ー
国
際
人

道
法
違
反
処
罰
）
17
（

法
所
定
の
無
制
限
の
世
界
主
義
（
普
遍
主
義
）
に
基
づ
い
て
、
自
国
と
何
ら
の
関
連
性
を
も
有
し
な
い
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
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国
の
事
件
に
関
し
て
ベ
ル
ギ
ー
当
局
が
発
付
し
た
逮
捕
状
が
外
交
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
ひ
い
て
は
国
際
司
法
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
に

ま
で
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
事
件
を
（
誤
解
に
基
づ
い
）
18
（

て
）
重
く
見
た
ス
イ
ス
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
轍
を
踏
む
ま
い
と
し
て
、
自
国
と

の
「
密
接
な
関
連
性
」
の
要
件
を
軍
刑
法
に
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
場
所
的
適
用
範
囲
に
制
限
を
か
け
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
批
判
が
向
け
ら
れ
た
。
他
方
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
つ
い
て
は
、「
密
接

な
関
連
性
」
に
よ
る
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
刑
法
典
旧
二
六
四
条
二
項
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
に
は
、
二
〇
〇
二
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
加
盟
す
る
段
階
で
、
刑
法
典
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
規
定
、
軍
刑
法

に
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
規
定
が
（
不
十
分
な
が
ら
も
）
す
で
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

㈡　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
に
伴
う
国
内
法
整
備

　

ス
イ
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
採
択
の
翌
日
、
す
な
わ
ち
一
九
九
八
年
七
月
一
八
日
に
こ
れ
に
署
名
し
た
の
ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
へ
向
け
た
準

備
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
二
日
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
批
准
に
先
だ
っ
て
、
同
年
六
月
二
二
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
対
す

る
手
続
的
協
力
に
関
す
る
義
務
を
履
行
す
る
体
制
を
構
築
す
る
べ
く
、
二
つ
の
法
律
を
制
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
国
際
刑
事
裁
判
所
に

対
す
る
協
力
に
関
す
る
連
邦
）
19
（
法
」
お
よ
び
「
刑
法
典
及
び
軍
刑
法
の
改
正
に
関
す
る
連
邦
法
（
国
際
裁
判
所
の
運
営
を
害
す
る
）
20
（
罪
）」
で
あ
る

（
い
ず
れ
も
二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
施
行
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
段
階
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
実
体
法
的
側
面
、
と
り
わ
け
人
道
に
対
す

る
犯
罪
に
関
す
る
国
内
法
化
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ス
イ
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
批
准
時
の
連
邦
参
事
会
教
書
（
内
閣
に
よ
る
法
案
提
出
理
由

書; Botschaft

）
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
を
一
刻
も
早
く
批
准
す
る
た
め
に

―
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い

―
実

体
法
的
側
面
に
関
す
る
国
内
法
化
を
「
第
二
段
階
」
へ
と
先
送
り
に
す
る
こ
と
を
明
言
し
た
の
で
あ
っ
た
（「
国
内
実
施
作
業
の
二
分
）
21
（

化
」）。

も
っ
と
も
、
そ
の
具
体
的
な
時
期
に
関
し
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
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㈢　

刑
法
典
・
軍
刑
法
二
〇
一
〇
年
改
正

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
国
内
法
化
の
「
第
二
段
階
」
と
し
て
、
ス
イ
ス
が
実
体
法
に
関
す
る
国
内
法
整
備
を
完
了
し
た
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
発

効
・
加
盟
か
ら
ま
も
な
く
八
年
が
経
過
し
よ
う
と
い
う
二
〇
一
〇
年
六
月
一
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
刑
法
典
・
軍
刑
法
二
〇
一
〇
年
改
正
）。

以
下
に
示
す
と
お
り
、
刑
法
典
お
よ
び
軍
刑
法
の
両
者
に
お
い
て
は
、
規
定
ぶ
り
の
異
な
る
部
分
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、

「
実
質
的
に
は
同
一
）
22
（

の
」
法
整
備
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
連
邦
参
事
会
教
書
で
は
、
国
内
法
整
備
の
理
由
・
目
的
と
し
て
、
次
の
七
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
ス
イ
ス
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
の
犯
罪
構
成
要
件
を
直
接
適
用
で
き
な
い
こ
と
、
②
と
り
わ
け
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
関
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ

へ
の
犯
罪
人
引
渡
し
と
い
う
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
、
③
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
固
有
の
不
法
内
容
を
捕
捉
す
る
こ
と
、
④
人
道
に
対

す
る
犯
罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
可
罰
的
行
為
を
明
確
に
規
定
し
直
す
こ
と
、

⑤
訴
追
当
局
お
よ
び
裁
判
所
に
と
っ
て
透
明
か
つ
適
用
が
容
易
な
法
的
基
盤
を
提
供
す
る
こ
と
、
⑥
国
際
人
道
法
の
促
進
と
普
及
、
お
よ

び
、
⑦
国
内
法
化
を
行
っ
た
諸
外
国
の
動
向
の
七
点
で
あ
）
23
（
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
イ
ス
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
特
別
法
を
制
定
す
る
の
で
は
な
）
24
（

く
、
一
般
刑
法
、
す
な
わ
ち
刑
法
典
お
よ
び
軍
刑
法
の
改
正

と
い
う
立
法
方
式
に
よ
っ
て
国
内
法
化
を
行
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
連
邦
参
事
会
教
書
で
は
次
の
六
点
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
は
「
特
別
刑
法
（N

ebenstrafrecht

）
で
は
な
く
〔
一
般
法
た
る
〕
刑
法
典
に

規
定
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
、
②
刑
法
典
上
の
従
来
の
総
則
規
定
が
適
用
可
能
と
な
る
こ
と
、
③
（
特
別
法
よ
り
も
）
大
学
な
ど
の
教
育

機
関
や
学
術
論
文
に
顧
み
ら
れ
や
す
い
こ
と
、
④
特
別
法
で
は
透
明
性
に
欠
け
る
こ
と
、
⑤
特
別
法
を
制
定
し
た
場
合
に
は
（
既
存
の
）

刑
法
典
お
よ
び
軍
刑
法
の
規
定
の
適
用
が
困
難
と
な
る
こ
と
、
⑥
ス
イ
ス
で
は

―
こ
れ
が
一
般
刑
法
の
改
正
と
い
う
方
式
を
採
用
す
る

主
た
る
理
由
で
あ
る
と
さ
れ
る

―
立
法
慣
行
上
、
犯
罪
ご
と
に
新
た
な
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
既
存
の
刑
法
典
に
組
み
入
れ
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て
い
く
の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
の
六
点
で
あ
）
25
（
る
。

　

こ
こ
で
二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
規
定
を
俯
瞰
す
る
と
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
お
よ
び
人
道
に
対
す
る
犯
罪
は
、
刑
法
典

第
二
編
第
一
二
章
の
二
お
よ
び
軍
刑
法
第
一
編
第
二
部
第
六
章
に
併
せ
て
規
定
さ
れ
、
戦
争
犯
罪
は
、
刑
法
典
第
二
編
第
一
二
章
の
三
お

よ
び
軍
刑
法
第
一
編
第
二
部
第
六
章
の
二
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
侵
略
犯
罪
に
関
す
る
国
内
法
化
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
刑
法
典
第
二
編
第
一
二
章
の
四
お
よ
び
軍
刑
法
第
一
編
第
二
部
第
六
章
の
三
に
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る

総
則
的
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
核
犯
罪
に
特
化
し
た
総
則
的
規
定
が
各
則
規
定
の
内
部
に
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
一
部
の
総
則
的
規
定
に
関
し
て
は
、
従
来
の
規
定
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
犯
罪
類
型
の
中
に
中
核
犯
罪
を
追
加
す
る
と
い
う
手
法
で
国

内
法
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
終
身
の
監
置
（Verw

ahrung

）
が
科
さ
れ
う
る
犯
罪
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
刑
法
典
六
四
条
一
項

の
二
の
対
象
犯
罪
と
し
て
は
、
従
来
、
故
殺
罪
（
一
一
一
条
）
や
謀
殺
罪
（
一
一
二
条
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
〇
年
改

正
に
よ
っ
て
、
中
核
犯
罪
の
各
類
型
が
こ
れ
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
一
〇
一
条
一
項
お
よ
び
三
項
（
時
効
の

不
適
用
）、
二
五
九
条
一
項
の
二
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
扇
動
）、
二
六
〇
条
の
二
第
一
項
（
予
備
）、
軍
刑
法
三
条
一
項
九
号
（
人
的
・
場
所
的

適
用
範
囲
）、
五
条
一
項
一
号
お
よ
び
五
号
な
ら
び
に
二
項
（
人
的
適
用
範
囲
）、
七
条
（
文
民
の
関
与
）、
一
〇
条
一
項
の
二
、
一
項
の
三
お

よ
び
一
項
の
四
（
場
所
的
適
用
範
囲
）、
二
〇
条
二
項
（
上
官
命
令
の
抗
弁
）、
五
九
条
一
項
お
よ
び
三
項
（
時
効
の
不
適
用
）
が
同
様
の
手
法

で
改
正
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ス
イ
ス
は
、
一
般
刑
法
の
改
正
と
い
う
方
式
で
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
実
体
法
的
側
面
に
関
す
る
諸
規
定
を
国
内
法
化
し

た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
総
則
的
規
定
に
関
し
て
、
中
核
犯
罪
に
関
す
る
規
定
の
直
後
、
す
な
わ
ち
各
則
の
中
に
新
設
さ
れ
た
も
の
と
、
従

来
の
総
則
の
内
部
に
新
設
さ
れ
た
も
の
と
が
併
存
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
既
存
の
規
定
を
最
大
限
に
活
か
そ
う
と
す
る
姿

勢
が
看
て
取
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
規
定
ぶ
り
が
や
や
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
は
否
め
な
い
。
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三　

刑
法
総
則
的
規
定
に
関
す
る
国
内
法
整
備

　

今
般
、
ス
イ
ス
は
、
既
存
の
一
般
刑
法
を
改
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
核
犯
罪
に
関
す
る
各
則
的
規
定
を
国
内
法
化
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
中
核
犯
罪
に
も
、
原
則
と
し
て
、
通
常
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
一
般
刑
法
上
の
総
則
規
定
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
）
26
（

る
。
そ
の
た
め
、
刑

法
総
則
的
規
定
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
刑
法
総
則
上
の
諸
概
念
の
う
ち
、
ス
イ
ス
刑
法
の
総
則
規
定
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
も
の
に
関
し
て
の
み
立
法
手
当
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
罪
刑
法
定
主
義
や
故
意
、
錯
誤
、
正
当
防
衛
、

緊
急
避
難
、
共
犯
な
ど
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
立
法
手
当
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た

総
則
的
規
定
は
、
い
ず
れ
も
中
核
犯
罪
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
条
文
上
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
規
定
が
従
前
の
犯
罪

類
型
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
中
核
犯
罪
固
有
の
総
則
的
規
定
に
関
し
て
検
討
を
行
う
。

㈠　

刑
法
典
と
軍
刑
法
の
「
棲
分
け
」

　

ス
イ
ス
の
刑
事
司
法
制
度
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
や
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
、
通
常
裁
判
所
の
ほ
か
に
も
三
審
制
の
軍
事
裁
判
所

が
存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
軍
事
裁
判
所
で
適
用
さ
れ
る
法
律
が
軍
刑
法
で
あ
る
が
、
同
法
に
は
広
範
な
各
則
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
る
（
軍
刑
法
第
一
編
第
二
部
〔
六
一
条
か
ら
一
七
九
条
ｂ
〕）。
こ
の
点
、
二
〇
一
〇
年
改
正
前
は
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
規
定
は
軍
刑
法

に
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
犯
罪
は
も
っ
ぱ
ら
軍
事
裁
判
所
で
扱
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
対
照
的
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪

に
関
す
る
規
定
は
刑
法
典
に
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
罪
に
関
し
て
は
通
常
裁
判
所
が
管
轄
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　

二
〇
一
〇
年
改
正
で
は
、
中
核
犯
罪
に
関
す
る
処
罰
規
定
が
刑
法
典
お
よ
び
軍
刑
法
の
双
方
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
核
犯

罪
は
い
ず
れ
も
、
行
為
者
が
文
民
で
あ
る
か
軍
人
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
行
わ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
「
棲
分
け
」、
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す
な
わ
ち
中
核
犯
罪
に
関
す
る
管
轄
権
の
配
分
に
つ
い
て
も
中
核
犯
罪
固
有
の
調
整
規
定
が
新
た
に
必
要
と
な
っ
た
。
軍
刑
法
五
条
一
項

に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
平
時
に
は
通
常
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
一
方
、
戦
時
、
す
な
わ
ち
ス
イ
ス
が
戦
争
の
当
事
国
と
な
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
軍
事
裁
判
所
が
排
他
的
な
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
時
で
あ
っ
て
も
ス
イ
ス
軍
関
係
者
が

犯
罪
の
行
為
者
な
い
し
被
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
当
該
犯
罪
は
軍
事
裁
判
所
の
管
轄
権
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
（
三
条

一
項
九
号
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
改
正
後
は
、
改
正
前
の
よ
う
に
犯
罪
類
型
ご
と
に
管
轄
権
を
配
分
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
犯
罪
が
平
時

に
行
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
戦
時
に
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
区
別
を
軸
に
、
平
時
の
場
合
に
の
み
、
行
為
者
な
い
し
被
害
者
の
属
性

（
文
民
か
ス
イ
ス
軍
人
か
）
と
い
う
観
点
か
ら
、
さ
ら
な
る
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
）
27
（
る
。

㈡　

場
所
的
適
用
範
囲

　

二
〇
一
〇
年
改
正
で
は
、
中
核
犯
罪
お
よ
び
上
官
責
任
の
法
理
に
関
し
て
、（
制
限
的
）
世
界
主
義
に
基
づ
い
て
ス
イ
ス
刑
法
の
適
用

を
可
能
と
す
る
た
め
の
規
定
と
し
て
、
刑
法
典
二
六
四
条
ｍ
な
ら
び
に
軍
刑
法
一
〇
条
一
項
の
二
、
一
項
の
三
お
よ
び
一
項
の
四
が
新

設
・
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
①
中
核
犯
罪
に
関
し
て

―
ス
イ
ス
と
の
「
密
接
な
関
連
性
」
を
要
件
と
し
な
い

―
世
界
主
義
に
基
づ
く
刑
法
の
適
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
と
り
わ
け
、
外
国
籍
の
行
為
者
が
外
国
に
お
い
て
外
国
人
に
対
し
て
中

核
犯
罪
を
行
っ
た
の
ち
に
ス
イ
ス
国
内
へ
逃
亡
・
潜
伏
し
た
場
合
に
刑
事
手
続
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
、
②
と
り
わ
け
人
道
に

対
す
る
犯
罪
に
関
し
て
は
、
条
約
上
の
訴
追
・
処
罰
義
務
が
存
在
せ
ず
、
従
来
の
世
界
主
義
に
関
す
る
規
定
（
刑
法
典
六
条
）
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
同
犯
罪
に
関
し
て
必
要
な
立
法
手
当
を
行
う
こ
と
、
③
世
界
主
義
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
際
、（
国
外
犯

に
関
す
る
現
行
規
定
の
多
く
に
課
さ
れ
て
い
る
）
双
方
可
罰
性
（
双
罰
性
）
の
要
件
を
撤
廃
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
④
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
掲
げ
る
補
完

性
の
原
則
を
ス
イ
ス
刑
法
に
も
反
映
さ
せ
て
、
世
界
主
義
に
基
づ
く
刑
法
の
適
用
に
（
手
続
的
な
）
制
限
を
設
け
る
こ
と
、
と
い
う
四
点
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に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
場
所
的
適
用
範
囲
に
関
す
る
新
規
定
に
つ
い
て
は
、
刑
法
典
と
軍
刑
法
と
で
は
条
文
の
数
に
違
い
が
み
ら

れ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
に
実
質
的
な
差
は
見
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
以
下
で
は
、
刑
法
典
に
お
け
る
場
所
的
適
用
範
囲
に
関
す
る
諸
規

定
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を
行
う
。
な
お
、
ス
イ
ス
で
は
原
則
と
し
て
起
訴
法
定
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る

（
ス
イ
ス
刑
事
訴
訟
）
28
（
法
七
条
一
項
）。

　

二
〇
〇
二
年
の
ス
イ
ス
刑
法
典
全
面
改
）
29
（

正
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
世
界
主
義
に
関
す
る
諸
規
定
、
す
な
わ
ち
刑
法
典
五
条
、
六
条
お
よ

び
七
条
二
項
⒝
で
は
、
刑
法
典
の
適
用
の
要
件
と
し
て
、
一
律
に
「
行
為
者
が
自
国
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
」
が
要
求
さ
れ
て
い
る
点
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
次
の
二
つ
の
側
面
が
看
取
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
イ
ス
は
、
二
〇
〇
二
年
改
正
を
通
じ
て
世
界
主

義
が
適
用
さ
れ
る
犯
罪
類
型
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、
①
処
罰
の
間
隙
を
補
塡
す
る
姿
勢
を
示
し
つ
つ
も
、（
唯
一
、
国
家
保
護
主
義
に
基

づ
く
場
合
〔
刑
法
典
四
条
〕
を
除
い
て
）
国
外
犯
処
罰
に
際
し
て
行
為
者
の
所
在
を
要
件
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
②
他
国
と
の
管
轄
権
の

競
合
を
回
避
す
る
手
立
て
を
も
講
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
基
本
方
針
は
二
〇
一
〇
年
改
正
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
核
犯
罪
に
関
し
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
前
か
ら
世
界
主
義
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
た
（
刑
法
典
旧
二
六
四
条
二
項
、
軍
刑

法
旧
一
〇
条
一
項
の
二
〔
二
〇
〇
六
年
末
ま
で
は
旧
九
条
一
項
の
二
〕）。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
関
し
て
は
、
双
罰
性
を
要
件

と
し
な
い
世
界
主
義
に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
設
け
な
い
限
り
、
ス
イ
ス
と
は
関
連
性
を
有
し
な
い
国
外
犯
処
罰
の
際
に

―
双
罰
性
が

要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る

―
刑
法
典
七
条
二
項
⒝
を
適
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
問
題
）
30
（

点
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
同
犯
罪

に
関
し
て
は
条
約
上
の
訴
追
義
務
が
存
在
し
な
い
た
め
、
世
界
主
義
に
関
す
る
刑
法
典
六
条
は
そ
も
そ
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）。
さ
ら
に
は
、

刑
法
典
七
条
一
項
⒜
の
よ
う
に
、
自
国
民
に
よ
る
国
外
犯
処
罰
に
際
し
て
双
罰
性
を
要
件
と
し
て
課
し
て
し
ま
う
と
、
仮
に
自
国
民
が
国

外
で
中
核
犯
罪
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
国
が
中
核
犯
罪
を
国
内
法
化
し
て
い
な
い
と
き
に
は
、
自
国
で
訴
追
・
処
罰
を
行
う

こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
帰
結
と
し
て

―
自
国
民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

―
Ｉ
Ｃ
Ｃ
へ
の
引
渡
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
事
態
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が
生
じ
う
る
の
で
あ
）
31
（
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
双
罰
性
を
必
要
と
し
な
い
世
界
主
義
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
刑
法
典
二
六
四
条
ｍ

な
ら
び
に
軍
刑
法
一
〇
条
一
項
の
二
、
一
項
の
三
お
よ
び
一
項
の
四
が
新
た
に
整
備
さ
れ
、
従
前
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪

の
場
所
的
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
定
も
こ
れ
ら
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

刑
法
典
二
六
四
条
ｍ
の
要
件
と
し
て
は
、
ま
ず
、
①
行
為
者
が
ス
イ
ス
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
②
外
国
ま
た
は
国
際
裁
判

所
へ
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
一
項
）。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
二
〇
〇
三
年
に
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
導
入

さ
れ
た
ス
イ
ス
と
の
「
密
接
な
関
連
性
」
の
要
件
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
か
か
る
要
件
は
導
入
時
か
ら
、「
密
接
な
」
と
い

う
文
言
の
不
明
確
性
に
対
す
る
批
）
32
（

判
や
、「〔
二
〇
〇
二
年
改
正
に
よ
っ
て
一
新
さ
れ
た
〕
刑
法
典
の
新
し
い
総
則
規
定
と
矛
盾
す
）
33
（

る
」、「（
隠

れ
た
）
起
訴
便
宜
主
義
〔
の
導
入
〕
と
理
解
す
べ
き
で
あ
）
34
（

る
」
と
い
っ
た
批
判
に
晒
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
従
前
の
一
般

犯
罪
に
関
す
る
国
外
犯
処
罰
規
定
と
は
異
な
り
、
双
罰
性
が
要
件
と
し
て
課
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で 

あ
る
。

　

同
条
二
項
で
は
、
行
為
者
・
被
害
者
と
も
に
ス
イ
ス
国
民
で
は
な
い
国
外
犯
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
一
五
三
条
ｆ
と
同
様
に
、

手
続
的
な
制
約
、
す
な
わ
ち
起
訴
法
定
主
義
の
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ス
イ
ス
が
犯
罪
地
国
で
も
行
為
者
・
被
害
者

国
籍
国
で
も
な
い
場
合
に
、
外
国
ま
た
は
国
際
裁
判
所
に
よ
っ
て
す
で
に
訴
追
手
続
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
被
疑
者
が
ス
イ
ス
か
ら
引
き

渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
き
（
二
項
⒜
）、
ま
た
は
、
行
為
者
が
す
で
に
ス
イ
ス
を
離
れ
て
お
り
、
帰
来
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

な
い
と
き
に
は
⒝
、
ス
イ
ス
当
局
は
刑
事
訴
追
を
中
止
し
、
ま
た
は
差
し
控
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、

証
拠
保
全
の
た
め
の
手
続
は
可
能
で
あ
る
〔
二
項
柱
書
〕）。
こ
の
う
ち
、
前
者
・
二
項
⒜
は
、
ド
イ
ツ
と
同
様
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
を
念
頭
に
置
い

た
規
定
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
で
は
補
完
性
の
原
則
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
、
各
国
の
国
内

裁
判
所
が
第
一
次
的
な
管
轄
権
を
有
す
る
。
ス
イ
ス
の
裁
判
所
も
ま
た
、
被
疑
者
が
自
国
に
所
在
す
る
場
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
国

の
処
罰
関
心
お
よ
び
処
罰
の
必
要
性
の
比
較
的
低
い
事
案
に
関
し
て
は
、
各
国
の
裁
判
所
や
国
際
裁
判
所
に
対
し
て
副
次
的
な
立
場
に
と
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ど
ま
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
と
の
関
連
で
は
、
外
国
刑
事
判
決
の
効
力
（
国
際
的
一
事
不
再
理
）
に
関
す
る
同
条
三
項
も
重
要
で
あ
る
。
同

規
定
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
外
国
刑
事
判
決
の
効
力
に
関
す
る
一
般
規
定
で
あ
る
刑
法
典
七
条
四
項
お
よ
び
五
項
の
規
定
が
適
用
さ

れ
る
。
し
か
し
、
中
核
犯
罪
に
関
し
て
は
、
二
六
四
条
ｍ
第
三
項
に
お
い
て
、「
国
外
に
お
け
る
無
罪
、
刑
の
免
除
又
は
刑
の
時
効
の
完

成
が
、
正
当
化
さ
れ
な
い
態
様
で
行
為
者
を
刑
か
ら
免
れ
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
有
し
て
い
た
と
き
に
は
」、
例
外
的
に
外
国
刑
事
判
決

に
効
力
を
認
め
な
い
と
い
う
但
書
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
但
書
も
同
条
第
二
項
⒜
同
様
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
い
て
も
ま
た
、
他
の
裁
判
所
に
よ
る
判
決
の
一
事
不
再
理
効
に
関
し
て
、「
裁
判
所
の
管
轄
権
の
範
囲
内

に
あ
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
刑
事
責
任
か
ら
当
該
者
を
免
れ
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
」（
規
程
二
〇
条
三
項
⒜
）、
ま
た
は
、「
国

際
法
の
認
め
る
適
正
な
手
続
の
規
範
に
従
っ
て
独
立
し
て
又
は
公
平
に
行
わ
れ
ず
、
か
つ
、
そ
の
時
の
状
況
に
お
い
て
当
該
者
を
裁
判
に

付
す
る
意
図
に
反
す
る
よ
う
な
態
様
で
行
わ
れ
た
場
合
」（
同
項
⒝
）
に
限
っ
て
、
当
該
「
行
為
」
に
関
し
て
改
め
て
裁
判
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
不
当
に
軽
い
刑
を
科
す
と
い
う
態
様
に
よ
っ
て
（
本
来
科
さ
れ
る
べ
き
）
刑
か
ら
行

為
者
を
免
れ
さ
せ
る
と
い
う
方
法
は
ス
イ
ス
刑
法
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
、
ス
イ
ス
刑
法
の
方
が
一
事
不
再
理
効
否
定
の
射

程
が
狭
い
と
さ
れ
）
35
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
を
国
内
法
化
す
る
に
あ
た
っ
て
刑
法
典
二
六
四
条
ｍ
な
ど
等
を
新
設
し
た
の
は
、
主
と
し
て
、

国
内
に
所
在
す
る
中
核
犯
罪
の
行
為
者
を
双
罰
性
の
有
無
を
問
わ
ず
に
訴
追
・
処
罰
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
同
条
を
新
設

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
イ
ス
は
、
自
国
民
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
中
核
犯
罪
と
い
う
重
大
な
犯
罪
を
行
っ
た
者
が
ス
イ
ス
国
内
へ
逃

亡
・
潜
伏
す
る
の
を
許
す
ま
い
と
す
る
一
方
）
36
（
で
、
そ
れ
が
行
き
す
ぎ
た
結
果
、
自
国
の
刑
法
の
適
用
範
囲
が
無
制
限
に
拡
大
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
を
手
続
法
的
手
段
に
よ
っ
て
払
拭
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ス
イ
ス
は
、
刑
法
典
二
〇
〇
二
年
改
正
の

際
に
打
ち
出
さ
れ
た
基
本
思
想

―
①
処
罰
の
間
隙
の
補
塡
お
よ
び
②
他
国
と
の
管
轄
権
の
競
合
の
回
避

―
を
踏
ま
え
つ
つ
、
二
〇
一
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〇
年
改
正
で
は
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
固
有
の
要
素

―
③
補
完
性
の
原
則

―
を
も
加
味
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈢　

上
官
責
任

　

刑
法
典
二
六
四
条
ｋ
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
四
条
ａ
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
上
官
責
任
の
法
理
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
二
八

条
）
が
国
内
法
化
さ
れ
）
37
（
た
。
こ
れ
ら
は
、
中
核
犯
罪
に
関
す
る
諸
規
定
の
直
後
に
規
定
さ
れ
た
上
で
、
中
核
犯
罪
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い

こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
上
官
責
任
に
は
三
つ
の
類
型
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、
刑
法
典
二
六
四
条
ｋ
第
一
項
一
文
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
四

条
ａ
第
一
項
一
文
に
は
、
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
（
類
型

①
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（「
自
己
の
部
下
が
〔
刑
法
典
〕
第
一
二
章
の
二
又
は
第
一
二
章
の
三
〔
軍
刑
法
第
六
章
又
は
第
六
章
の
二
〕
に
定
め
る
罪
を

犯
し
、
又
は
犯
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に
合
理
的
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
」）。
こ
の
場
合

に
は
、「
正
犯
と
同
様
の
刑
に
処
す
る
」
と
さ
れ
る
。

　

次
に
、
二
六
四
条
ｋ
第
一
項
二
文
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
四
条
ａ
第
一
項
二
文
に
は
、
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
過
失
に
よ
っ
て
防
止

し
な
か
っ
た
場
合
（
②
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（「
上
官
が
当
該
犯
罪
を
過
失
に
よ
っ
て
防
止
し
な
か
っ
た
場
合
」）。
こ
こ
で
は
、
正
犯
と
同
様

の
刑
で
は
な
く
「
三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
刑
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
二
六
四
条
ｋ
第
二
項
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
四
条
ａ
第
二
項
に
は
、
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
処
罰
す

る
た
め
に
合
理
的
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
（
③
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（「
自
己
の
支
配
下
に
あ
る
部
下
が
〔
刑
法
典
〕
第
一
二
章
の
二

又
は
第
一
二
章
の
三
〔
軍
刑
法
第
六
章
又
は
第
六
章
の
二
〕
に
定
め
る
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
部
下
の
処
罰
を
確
保
す
る
た
め
に

合
理
的
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
」）。
こ
の
場
合
に
は
、
②
の
類
型
と
同
様
、
正
犯
と
同
様
の
刑
で
は
な
く
「
三
年
以
下
の
自
由
刑
又

は
罰
金
刑
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
ド
イ
ツ
国
際
刑
法
）
38
（
典
と
同
様
に
、
犯
罪
を
行
っ
た
部
下
を
処
罰
す
る
た
め
の
合
理
的
な
措
置
を
過
失
に
よ
っ

て
怠
っ
た
類
型
（
④
）
は

―
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
二
八
条
に
は
包
含
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

―
国
内
法
化
さ
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
連
邦
参
事
会
教
書
の
中
で
は
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
上
官
責
任
の
法
理
に
は
三
つ
の
類
型
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
法
的
性
質
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
類
型
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
も
が
、
条
文
の
配
置
と
し
て
は
総
則
的
規
定
と
し
て
国
内
法
化
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
②
お
よ
び
③
の
類
型
に
は
独
自
の
法
定
刑
の
定
め
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
と
し
て
は
ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
一
三
条
お
よ
び
一
四

条
同
様
、
独
立
犯
罪
で
あ
る
と
い
え
る
（
こ
れ
は
い
わ
ば
「
各
則
の
中
の
総
則
の
中
の
各
則
」
で
あ
る
）。

㈣　

上
官
命
令
の
抗
弁

　

い
わ
ゆ
る
上
官
命
令
の
抗
弁
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
三
三
条
）
に
関
し
て
は
、
刑
法
典
二
六
四
条
ｌ
が
新
設
さ
れ
た
。
同
条
は
、「
部
下
は
、
上

官
の
命
令
又
は
こ
れ
と
同
等
の
拘
束
力
を
持
つ
指
令
に
従
っ
て
第
一
二
章
の
二
又
は
第
一
二
章
の
三
に
定
め
る
罪
を
犯
し
た
場
合
で
あ
っ

て
、
犯
罪
の
時
に
行
為
の
可
罰
性
を
認
識
し
て
い
た
場
合
に
は
、
罰
せ
ら
れ
る
」
と
定
め
る
。
他
方
、
軍
刑
法
に
は
す
で
に
同
様
の
規
定

が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
新
た
な
規
定
は
設
け
ら
れ
ず
、
文
言
に
変
更
が
加
え
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
（
二
〇
条
二
項
）。
同
規
定
に
は
第

二
文
が
あ
り
、
任
意
的
減
軽
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
で
刑
法
典
と
は
異
な
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
三
三
条
と
の
相
違
点
と
し
て
は
、
ス
イ
ス
刑
法
の
場
合
に
は

―
責
任
主
義
の
観
点
か
ら

―
上
官
命
令
の
抗
弁
の
成
立

要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
三
三
条
で
は
、
⒜
命
令
遵
守
義
務
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
⒝

命
令
の
違
法
性
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
⒞
命
令
が
明
白
に
違
法
で
は
な
か
っ
た
こ
と
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
ま
た
は
人
道
に
対
す

る
犯
罪
を
行
う
よ
う
命
令
す
る
こ
と
は
常
に
明
白
に
違
法
で
あ
る
〔
同
条
二
項
〕）
の
三
つ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
限
り
刑
事
責
任
は
阻
却
さ
れ

な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ス
イ
ス
刑
法
で
は
、
行
為
者
が
命
令
の
可
罰
性
を
認
識
し
て
い
た
場
合
に
は
犯
罪
が
成
立
す
る
と
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し
か
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
右
⒞
の
要
件
が
課
さ
れ
て
い
な
い
点
で

―
す
な
わ
ち
、
た
と
え
命
令
に
従
っ
て
明
白
に
違
法
な
行
為
を

行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
行
為
者
が
違
法
性
の
認
識
を
欠
い
て
さ
え
い
れ
ば
犯
罪
が
不
成
立
と
な
る
と
い
う
点
で

―
ス
イ
ス
刑
法
で

は
上
官
命
令
の
抗
弁
の
成
立
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
評
し
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
連
邦
参
事
会
教

書
に
よ
れ
ば
、
部
下
た
る
行
為
者
が
違
法
性
の
認
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
命
令
の
違
法
性
が
客
観
的
に
明
白

で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
当
該
行
為
者
を
処
罰
し
て
は
、
責
任
主
義
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
）
39
（

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
関

し
て
は
、（
実
務
に
お
い
て
は
）
命
令
の
違
法
性
が
明
白
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
解
が
有
力
に
示
さ
れ
て

い
）
40
（

る
。

㈤　

予
備
行
為

　

刑
法
典
二
六
〇
条
ｃ
第
一
項
お
よ
び
軍
刑
法
一
七
一
条
ｂ
第
一
項
に
は
、
予
備
行
為
も
処
罰
の
対
象
と
な
る
犯
罪
類
型
が
列
挙
さ
れ
て

い
）
41
（

る
。
二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
（
軍
刑
法
同
条
一
項
⒜
）、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
（
刑
法
典
同
条
一
項
⒤
お
よ
び
軍
刑

法
同
条
一
項
⒝
）
お
よ
び
戦
争
犯
罪
（
刑
法
典
同
条
一
項
⒥
お
よ
び
軍
刑
法
同
条
一
項
⒞
）
の
ほ
と
ん
ど
の
類
型
に
関
し
て
予
備
行
為
が
処
罰
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
い
て
は
、
犯
罪
の
未
遂
が
処
罰
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
（
規
程
二
五
条
三
項
⒡
）。
し
た

が
っ
て
、
ス
イ
ス
刑
法
で
は
、
処
罰
の
さ
ら
な
る
早
期
化
を
通
じ
て
、
中
核
犯
罪
の
処
罰
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

㈥　

時
効
の
不
適
用

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
二
九
条
に
は
「
出
訴
期
限
」（
公
訴
時
効
）
の
不
適
用
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ス
イ
ス
に
お
い
て
も
、

中
核
犯
罪
に
関
す
る
時
効
の
不
適
用
を
明
文
化
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
、
既
存
の
刑
法
典
一
〇
一
条
お
よ
び
軍
刑
法
五
九
条
を
改
正
す
る
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こ
と
で
対
応
が
図
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
時
効
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪
に
加

え
て
、
新
た
に
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
関
し
て
も
公
訴
時
効
お
よ
び
刑
の
時
効
の
不
適
用
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
刑

法
典
同
条
一
項
⒝
お
よ
び
軍
刑
法
同
条
一
項
）
42
（

⒝
）。

　

刑
法
典
一
〇
一
条
お
よ
び
軍
刑
法
五
九
条
で
は
、
各
中
核
犯
罪
の
う
ち
、
時
効
不
適
用
の
対
象
と
な
る
類
型
が
個
々
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
通
常
の
時
効
期
間
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
例
え
ば
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
お
よ

び
戦
争
犯
罪
の
「
比
較
的
軽
微
な
事
案
」
な
ど
）。
な
お
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
は
、（
二
〇
一
〇
年
改
正
前
か
ら
存
在

し
て
い
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
類
似
行
為
お
よ
び
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
時
効
不
適
用
に
関
す
る
規
定
〔
刑
法
典
旧
七
五
条
の
二
お
よ
び
軍
刑
法
旧
五
六
条
の
二
〕

が
施
行
さ
れ
た
）
一
九
八
三
年
一
月
一
日
の
時
点
で
時
効
を
迎
え
て
い
な
い
行
為
お
よ
び
刑
に
対
し
て
は
、
時
効
が
適
用
さ
れ
な
い
と
規

定
さ
れ
て
い
る
（
刑
法
典
同
条
三
項
一
文
お
よ
び
軍
刑
法
同
条
三
項
一
文
）。
他
方
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
の

施
行
の
時
点
、
す
な
わ
ち
二
〇
一
一
年
一
月
一
日
の
時
点
で
時
効
を
迎
え
て
い
な
い
犯
罪
お
よ
び
刑
に
関
し
て
の
み
時
効
が
不
適
用
と
な

る
と
さ
れ
て
い
る
（
刑
法
典
同
条
三
項
二
文
お
よ
び
軍
刑
法
同
条
三
項
二
文
）。
も
っ
と
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
が
導
入
さ
れ

た
の
は
二
〇
〇
〇
年
の
こ
と
で
あ
り
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
は
二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
時
効

不
適
用
の
規
定
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
刑
法
典
二
条
一
項
お
よ
び
軍
刑
法
二
条
一
項
所
定
の
遡
及
処
罰
禁
止
原
則
に
基
づ
い
て
、
そ
れ

以
前
の
行
為
に
関
し
て
は
い
ず
れ
に
せ
よ
ス
イ
ス
刑
法
は
適
用
で
き
な
い
と
さ
れ
）
43
（

る
。
国
際
法
上
は
中
核
犯
罪
な
ど
の
遡
及
処
罰
は
許
容

さ
れ
て
い
る
点
に
鑑
み
れ
ば
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
規
約
七
条
二
項
お
よ
び
自
由
権
規
約
一
五
条
二
項
）、
ス
イ
ス
で
は
国
際
法
上
の
規
範
よ
り
も

刑
法
上
の
遡
及
処
罰
禁
止
原
則
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
支
持
を
得
た
と
い
え
）
44
（

る
。

㈦　

相
対
的
免
責
特
権
の
否
定

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
二
七
条
に
は
、
公
的
資
格
の
無
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
刑
法
典
二
六
四
条
ｎ
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
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四
条
ｂ
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
お
よ
び
上
官
責
任
に
関
し
て
は
、
ス
イ
ス
国
内
の
刑
事
訴
訟
法
や

議
会
法
な
ど
に
よ
っ
て
一
定
の
官
職
に
就
い
て
い
る
者
に
付
与
さ
れ
て
い
る
相
対
的
免
責
特
権
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
絶
対
的
免
責
特
権
、
す
な
わ
ち
議
会
内
に
お
け
る
発
言
な
ど
に
関
す
る
免
責
特
権
に
つ
い
て
は
、
中
核
犯
罪
に
関
し
て

も
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
45
（
た
。

四　

刑
法
各
則
的
規
定
に
関
す
る
国
内
法
整
備

　

ス
イ
ス
に
は
、
刑
法
典
・
軍
刑
法
二
〇
一
〇
年
改
正
前
か
ら
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
関
す
る
規
定
が
刑
法
典
に
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る

包
括
的
規
定
が
軍
刑
法
に
存
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
改
正
の
主
眼
は
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
新
設
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
も
っ
と
も
、
後
述
の
よ
う
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
つ
い
て
も
処
罰
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
ま
た
、
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
白
地
規
定
を
中
心
と
し
た
規
定
ぶ
り
か
ら
個
別
的
行
為
類
型
を
列
挙
す
る
方
法
へ
と
大
き
く
転
換
す
る
な
ど
、
実
際
に
は
広
範
な
立

法
手
当
が
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
処
罰
規
定
は
刑
法
典
お
よ
び
軍
刑
法
の
双
方
に
設
け
ら
れ
た
た
め
、
裁
判
所
の
管
轄
に
も
変

更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
改
正
・
新
設
さ
れ
た
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
、
人
道
に
対
す

る
犯
罪
お
よ
び
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
諸
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
侵
略
犯
罪
を
め
ぐ
る
動
向
に
も
若
干
言
及
す
る
。

㈠　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
六
条
）
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
加
入
に
伴
っ
て
国
内
法
化
が
す
で
に
行

わ
れ
て
い
た
（
刑
法
典
旧
二
六
四
条
）。
二
〇
一
〇
年
改
正
で
は
、
同
条
が
改
正
さ
れ
た
ほ
か
、
軍
刑
法
に
新
た
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
規

定
が
設
け
ら
れ
た
（
軍
刑
法
一
〇
八
条
）。
両
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
籍
、
人
種
、
若
し
く
は
宗
教
に
よ
っ
て
、
又



法学政治学論究　第99号（2013.12）

286

は
民
族
的
、
社
会
的
若
し
く
は
政
治
的
な
所
属
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
集
団
の
全
部
又
は
一
部
に
対
し
、
そ
の
集
団
自
体
を
殲
滅
す

る
意
図
を
も
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
〔
同
条
⒜
か
ら
⒟
〕
を
行
っ
た
者
は
、
終
身
又
は
一
〇
年
以
上
の
自
由
刑
に
処
す

る
」。
個
別
的
行
為
類
型
と
し
て
は
、
⒜
「
当
該
集
団
の
構
成
員
を
殺
害
し
、
又
は
当
該
集
団
の
構
成
員
の
身
体
若
し
く
は
精
神
の
不
可

侵
性
を
著
し
く
侵
害
す
る
行
為
」、
⒝
「
当
該
集
団
の
全
部
又
は
一
部
を
殲
滅
す
る
の
に
適
し
た
生
活
条
件
を
課
す
る
行
為
」、
⒞
「
当
該

集
団
内
部
の
出
生
を
妨
げ
る
こ
と
を
意
図
す
る
措
置
を
命
じ
、
又
は
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
行
為
」、
お
よ
び
、
⒟
「
当
該
集
団
の
児

童
を
他
の
集
団
に
強
制
的
に
移
し
、
又
は
移
さ
せ
る
行
為
」
が
可
罰
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
改
正
・
新
設
さ
れ
た
ス
イ
ス
刑
法
上
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
最
大
の
特
徴
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
二
条

お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
六
条
の
保
護
対
象
と
さ
れ
て
い
る
国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
お
よ
び
宗
教
的
集
団
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
お
よ
び

政
治
的
集
団
ま
で
を
も
保
護
さ
れ
る
集
団
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
）
46
（

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
比
べ
て
処
罰
範
囲
を
拡
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
点
、
二
〇
〇
〇
年
に
初
め
て
ス
イ
ス
刑
法
典
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
が
規
定
さ
れ
た
際
に
は
、
社
会
的
お
よ
び
政
治
的
集
団
は
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
国
際
法
の
次
元
で
は
、
一
九
四
八
年
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
か
ら
一
九
九
八
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
至
る
ま
で
、

そ
の
定
義
に
一
切
の
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
点
に
鑑
み
れ
ば
、
今
回
ス
イ
ス
が
同
罪
の
保
護
対
象
に
社
会
的
お
よ
び
政
治

的
集
団
を
追
加
し
た
こ
と
は

―
そ
の
是
非
は
さ
て
お
き

―
画
期
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

と
は
い
え
、
ス
イ
ス
は
決
し
て
無
思
慮
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
処
罰
範
囲
を
拡
大
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
か
か
る
議
論
は
、

国
際
的
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
が
採
択
さ
れ
る
前
か
ら
存
在
し
た
の
で
あ
）
47
（

り
、
ま
た
、
ス
イ
ス
に
お
い
て
も
二
〇
〇
〇
年
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条

約
加
盟
）
48
（

時
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
加
盟
）
49
（

時
に
も
検
討
課
題
の
一
つ
と
し
て
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
る
集
団
の
拡
大
を
め
ぐ
る
議
論
は
（
時
間
的
に
も
地
理
的
に
も
）
幅
広
く
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
質
的
な
観
点

か
ら
も
、
政
治
的
・
社
会
的
集
団
を
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
連
邦

参
事
会
教
書
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
ナ
チ
ス
政
権
下
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
社
会
的
集
団
（
障
が
い
者
な
ど
）
お
よ
び
政
治
的
集
団
（
共
産
党
員
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な
ど
）
が
虐
殺
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
の
集
団
は
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
で
は
な
く
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
基
づ
い
て
刑

法
上
の
保
護
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
）
50
（

る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
個
別
的
行
為
類
型
に
関
し
て
い
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
六
条
に
お
い
て
⒜
お
よ
び
⒝
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
行
為

が
ス
イ
ス
刑
法
で
は
⒜
に
ま
と
め
ら
れ
た
た
め
、
行
為
類
型
の
（
条
文
）
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
六
条
⒞
に
よ
れ

ば
、
行
為
者
が
当
該
集
団
の
「
身
体
的
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
」
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
に

対
応
す
る
ス
イ
ス
刑
法
の
⒝
に
は
「
身
体
的
」
と
い
う
文
言
が
存
在
し
な
い
た
め
、「
殲
滅
」
類
型
に
限
定
が
な
い
ほ
か
、
か
か
る
「
意

図
」
ま
で
は
要
求
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主
観
的
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
三
条
⒞
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
二
五
条
三
項
⒠
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
行
為
に
加
え
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
公
然
の

扇
動
が
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
同
概
念
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
加
入
時
に
は
国
内
法
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
〇
年

改
正
で
は
立
法
手
当
が
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
従
前
の
公
然
扇
動
罪
に
関
す
る
規
定
（
刑
法
典
二
五
九
条
お
よ
び
軍
刑

法
一
七
一
条
ａ
）
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
公
然
の
扇
動
が

―
独
立
犯
罪
と
し
）
51
（

て

―
追
加
さ
れ
た
（
刑
法
典
同
条
一
項
の
二
お
よ
び
軍
刑
法

同
条
一
項
の
二
）。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
〔
扇
動
さ
れ
た
〕
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
全
部
又
は
一
部
が
ス
イ
ス
国
内
に
お
い
て

犯
さ
れ
る
場
合
に
は
、
扇
動
が
ス
イ
ス
国
外
で
行
わ
れ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
罰
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
右
教
書
に
よ
れ
ば
、
同
規
定

は
「〔
適
用
範
囲
を
〕
場
所
的
に
拡
）
52
（
大
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
見
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
公
然
扇
動
罪
の

国
外
犯
の
処
罰
範
囲
を

―
同
犯
罪
に
適
用
さ
れ
う
る
国
外
犯
処
罰
規
定
（
刑
法
典
六
条
な
ど
）
に
か
か
わ
ら
ず

―
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

罪
の
全
部
又
は
一
部
が
ス
イ
ス
国
内
に
お
い
て
犯
さ
れ
」
た
場
合
に
限
定
す
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
反
対
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
三
条
⒝
所
定
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
共
同
謀
議
（
共
謀
）
に
関
し
て
は
、
固
有
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
理
由

は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
加
入
時
の
連
邦
参
事
会
教
書
に
よ
れ
ば
、
刑
法
典
二
六
〇
条
の
二
（
予
備
罪
）
の
対
象
犯
罪
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
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罪
を
追
加
す
れ
ば
、
従
来
の
刑
法
典
二
六
〇
条
の
三
（
犯
罪
集
団
の
結
成
）
と
も
相
ま
っ
て
十
分
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
共
同
謀
議
を
捕
捉

で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
）
53
（

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
共
同
謀
議
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
〇
一

〇
年
改
正
の
際
に
も
固
有
の
規
定
は
新
設
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
般
の
改
正
後
の
ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
お
よ
び
政
治
的
集
団
ま
で
も
が
保

護
の
対
象
と
さ
れ
、
処
罰
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
点
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

㈡　

人
道
に
対
す
る
犯
罪

　

ス
イ
ス
刑
法
に
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
人
道
に
対
す
る
犯
罪
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
）
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
前
は
、
既
存
の
刑
法
典
な
い
し
軍
刑
法
所
定
の
犯
罪
類
型
に
基
づ
い
て
行
為
者
を
訴
追
・
処
罰
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
加
入
時
の
連
邦
参
事
会
教
書
に
お
い
て
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
国
内
法
化
に
つ
い

て
言
及
が
な
さ
れ
る
な
）
54
（

ど
、
ス
イ
ス
の
立
法
者
は
、
当
初
か
ら
国
内
法
化
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
批
准

時
の
教
書
に
お
い
て
も
、「
き
わ
め
て
重
大
な
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
訴
追
を
保
証
し
、
い
か
な
る
場
合
に
も
処
罰
の
間
隙
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
）
55
（
は
」、
同
犯
罪
の
国
内
法
化
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
今
般
の
改

正
に
よ
っ
て
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
典
二
六
四
条
ａ
お
よ
び
軍
刑
法
一
〇
九
条
が
新
設
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
主
た
る
理
由
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
教
書
に
よ
れ
ば
、
一
般
刑
法
上
の
犯
罪
で
は
、
同
犯
罪
の
状
況
的
要
素
、
す
な
わ
ち
広
範

性
・
組
織
性
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
一
項
柱
書
）
の
要
素
を
考
慮
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
）
56
（

る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
と
ス
イ
ス
刑
法
と
の
違
い
に
関
し
て
い
え
ば
、
ま
ず
、
前
者
で
は
一
項
に
柱
書
お
よ
び
個
別
的
行
為
類
型
が
列
挙
さ

れ
、
二
項
に
そ
の
定
義
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
、
一
項
に
柱
書
（「
文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
っ
て
広
範

又
は
組
織
的
な
も
の
の
一
部
と
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
は
、
五
年
以
上
の
自
由
刑
に
処
す
る
」）
お
よ
び
個
別
的
行
為
類
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型
（
⒜
か
ら
⒥
）
が
ま
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
二
項
に
犯
情
の
重
い
事
案
で
の
刑
の
加
重
、
三
項
に
犯
情
の
比
較
的
軽
微
な
事
案
で
の
刑

の
減
軽
が
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で
、
両
者
の
間
に
は
、
条
文
構
造
お
よ
び
刑
の
加
重
・
減
軽
類
型
（
の
有
無
）
に
差
異
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
一
般
的
要
件
に
関
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
一
項
柱
書
で
は
、
当
該
行
為
が
「
文
民
た
る
住
民
に
対
す

る
攻
撃
で
あ
っ
て
広
範
又
は
組
織
的
な
も
の
の
一
部
と
し
て
」
行
わ
れ
る
こ
と
を
行
為
者
が
「
認
識
」
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て

い
る
が
、
ス
イ
ス
刑
法
で
は
、
か
か
る
認
識
は
明
文
上
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
連
邦

参
事
会
教
書
で
は
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
広
範
性
ま
た
は
組
織
性
の
認
識
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
）
57
（
る
。
そ
の

理
由
は
、
学
説
に
よ
れ
ば
、
故
意
に
関
す
る
一
般
規
定
で
あ
る
刑
法
典
一
二
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
）
58
（

る
。

　

さ
ら
に
、
個
別
的
行
為
類
型
に
関
し
て
も
相
違
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
刑
法
典
二
六
四
条
ａ
お
よ
び
軍
刑
法
一
〇
九

条
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
⒤
の
類
型
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
一
項
⒣
（
迫
害
）
お
よ
び
⒥
（
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
犯
罪
）
の
二
類
型
が
一
括
り
に
さ
れ

て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
右
教
書
で
は
特
に
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
両
類
型
の
性
質
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
一
項
⒦
の
「
そ
の
他
の
同
様
の
性
質
を
有
す
る
非
人
道

的
な
行
為
で
あ
っ
て
、
身
体
又
は
心
身
の
健
康
に
対
し
て
故
意
に
重
い
苦
痛
を
与
え
、
又
は
重
大
な
傷
害
を
加
え
る
も
の
」
と
い
う
補
充

的
な
類
型
は
、
ス
イ
ス
刑
法
で
は
、
⒥
の
類
型
に
お
い
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
右
教
書
に
よ

れ
ば
、
同
類
型
に
お
い
て
は
、
故
意
に
重
い
苦
痛
ま
た
は
重
大
な
傷
害
を
与
え
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
構
成
要
件
が
限
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
罪
刑
法
定
主
義
に
は
抵
触
し
な
い
と
さ
れ
て
い
）
59
（

る
。
こ
の
よ
う
な
一
般
条
項
は
、
例
え
ば
、
傷
害
罪
に
関
す
る
刑
法
典
一

二
二
条
な
ど
に
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
決
し
て
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
）
60
（

う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
で
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
犯
罪
を
一
般
犯

罪
と
し
て
訴
追
・
処
罰
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
状
況
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
新
規
定
に
関
し
て
は
、
条
文
の
配
列
が
異

な
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
と
し
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
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㈢　

戦
争
犯
罪

　

戦
争
犯
罪
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
）
に
関
す
る
規
定
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
以
前
か
ら
軍
刑
法
に
存
在
し
て
い
た
（
旧
一
〇
八
条
か
ら
旧
一
一
四
条
）。

し
か
し
な
が
ら
、
同
法
旧
一
一
〇
条
か
ら
旧
一
一
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
う
る
行
為
類
型
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
（
旧
一
〇

八
条
は
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
た
）。
加
え
て
、
旧
一
〇
九
条
の
規
定
は
、
諸
種
の
国
際
条
約
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刑
罰
を

科
す
、
い
わ
ば
白
地
刑
法
的
規
定
で
あ
っ
た
た
め
、
罪
刑
法
定
主
義
（
刑
法
典
一
条
お
よ
び
軍
刑
法
一
条
）
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
指
摘
さ

れ
て
い
）
61
（
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
改
正
に
よ
っ
て
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
広
範
な
規
定
群
が
刑
法
典
第
二
編
第
一
二
章

の
三
（
二
六
四
条
ｂ
か
ら
二
六
四
条
ｊ
）
お
よ
び
軍
刑
法
第
一
編
第
二
部
第
六
章
の
二
（
一
一
〇
条
か
ら
一
一
四
条
）
に
設
け
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
旧
条
文
に
規
定
さ
れ
て
い
た
諸
類
型
は
新
条
文
中
に
編
入
・
統
合
さ
れ
た
。

　

戦
争
犯
罪
に
関
す
る
新
規
定
に
は
、
刑
法
典
・
軍
刑
法
そ
れ
ぞ
れ
に
九
つ
ず
つ
条
文
が
存
在
す
る
。
両
者
の
間
の
唯
一
の
相
違
点
は
、

後
述
の
⑤
の
事
案
の
う
ち
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
懲
戒
処
分
を
科
す
こ
と
を
定
め
る
軍
刑
法
一
一
四
条
二
項
の
存
在
で
あ
る
（
刑
法
典

二
六
四
条
ｊ
に
は
二
項
が
な
い
）。

　

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
次
の
五
通
り
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
以
下
の
丸
付
き
数
字
は
各
条
の
見
出
し
に
振
ら
れ
て
い
る
番
号
に
対
応
）。
す
な
わ

ち
、
①
適
用
範
囲
に
関
す
る
一
般
的
要
件
（
刑
法
典
二
六
四
条
ｂ
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
〇
条
）、
②
い
わ
ゆ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
法
の
違
反
（
二
六
四

条
ｃ
お
よ
び
一
一
一
条
）、
③
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
グ
法
の
違
反
（
二
六
四
条
ｄ
か
ら
二
六
四
条
ｈ
お
よ
び
一
一
二
条
か
ら
一
一
二
条
ｄ
）、
④
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規

程
に
は
包
含
さ
れ
て
い
な
い
行
為
類
型
（
二
六
四
条
ｉ
お
よ
び
一
一
三
条
）、
な
ら
び
に
、
⑤
一
般
条
項
（
二
六
四
条
ｊ
お
よ
び
一
一
四
条
）
の

五
通
り
で
あ
る
。

　

②
か
ら
⑤
ま
で
の
行
為
類
型
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
淵
源
と
な
っ
て
い
る
条
約
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
法
か
ハ
ー
グ
法
か
）、
な
ら
び
に
、
行
為
の

性
質
、
と
り
わ
け
保
護
法
益
お
よ
び
行
為
態
様
と
い
う
観
点
か
ら
個
々
の
条
文
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
）
62
（
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
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程
で
は
、
五
〇
項
目
あ
る
個
別
的
行
為
類
型
が
八
条
二
項
の
中
で

―
行
為
と
関
連
性
を
有
す
る
武
力
紛
争
の
性
質
（
国
際
的
か
非
国
際

的
か
）
お
よ
び
条
約
上
の
淵
源
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら

―
四
分
割
さ
れ
て
い
る
。
規
定
の
内
容
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ス
イ
ス
刑
法
に

は
あ
る
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
は
な
い
類
型
（
④
）
も
あ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
は
あ
る
が
ス
イ
ス
刑
法
に
は
な
い
類
型
（
規
程
八
条
二
項
⒝ 

（xiv）
な
ど
）
も
あ
る
。
以
下
で
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
後
の
ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
諸
規
定
を
概
観
す
る
。

　

第
一
に
、
①
戦
争
犯
罪
の
一
般
的
要
件
と
し
て
、
国
際
的
ま
た
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
刑
法
典
二

六
四
条
ｂ
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
〇
条
に
よ
れ
ば
、
③
か
ら
⑤
の
個
別
的
行
為
類
型
に
関
す
る
規
定

―
②
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な

違
反
行
為
（
刑
法
典
二
六
四
条
ｃ
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
一
条
）
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い

―
は
原
則
と
し
て
国
際
的
武
力
紛
争
で
あ
る
か
非
国

際
的
武
力
紛
争
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
例
外
的
に
、「
犯
罪
の
性
質
上
否
定
さ
れ
る
場
合
に
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
」

と
さ
れ
る
）。
こ
の
点
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
場
合
に
可
罰
的
と
さ
れ
る
行
為
類
型
（
同
条
二
項
⒞
お
よ
び
⒠
）

は
国
際
的
武
力
紛
争
の
場
合
（
同
項
⒜
お
よ
び
⒝
）
に
比
べ
て
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
か
か
る
区
別
を
原
則
と
し
て
採

用
せ
ず
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
処
罰
範
囲
を
国
際
的
武
力
紛
争
の
場
合
の
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
た
ス
イ
ス
刑
法
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｃ
規
程
よ
り
も
処
罰
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
連
邦
参
事
会
教
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規

程
採
択
以
後
に
締
結
さ
れ
た
条
約
や
国
際
慣
習
法
、
諸
種
の
国
際
刑
事
法
廷
の
判
例
に
お
い
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯

罪
の
可
罰
的
行
為
類
型
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
）
63
（

る
。
つ
ま
り
、
ス
イ
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
は
包
含

さ
れ
て
い
な
い
行
為
の
当
罰
性
の
有
無
を
、
規
程
採
択
以
後
の
国
際
人
道
法
の
発
展
に
照
ら
し
て
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
ド

イ
ツ
国
際
刑
法
典
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
同
法
八
条
か
ら
一
二
）
64
（

条
）。

　

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
反
し
て
、
例
外
的
に
国
際
的
武
力
紛
争
の
場
合
に
の
み
可
罰
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
が
、
②
「
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
」
で
あ
る
。
武
力
紛
争
の
性
質
に
関
す
る
区
別
は
国
際
法
廷
の
判
例
上
否
認
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
例
外
を
設
け
た
理
由
と
し
て
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
採
択
時
に
は
、
こ
れ
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
ま
で
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拡
張
す
る
こ
と
は
内
政
干
渉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
伝
統
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
犯
罪
の
性
質
上
非
国
際

的
武
力
紛
争
に
は
お
よ
そ
馴
染
ま
な
い
類
型
（
例
え
ば
、
占
領
地
域
の
捕
虜
ま
た
は
文
民
を
軍
隊
に
徴
集
す
る
行
為
な
ど
）
が
存
在
す
る
こ
と
の

二
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
65
（
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
法
の
違
反
行
為
で
は
、
次
に
述
べ
る
ハ
ー
グ
法
の
違
反
行
為
や

ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
の
場
合
と
は
異
な
り
、
保
護
法
益
や
行
為
の
性
質
に
よ
る
細
分
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

第
三
に
、
主
に
ハ
ー
グ
法
の
違
反
行
為
と
し
て
、
③
「
そ
の
他
の
戦
争
犯
罪
」、
す
な
わ
ち
「
文
民
及
び
民
用
物
に
対
す
る
攻
撃
」（
刑

法
典
二
六
四
条
ｄ
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
二
条
）、「
正
当
化
さ
れ
な
い
医
療
行
為
並
び
に
性
的
自
己
決
定
権
及
び
人
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
」

（
二
六
四
条
ｅ
お
よ
び
一
一
二
条
ａ
）、「
児
童
兵
の
徴
募
及
び
使
用
」（
二
六
四
条
ｆ
お
よ
び
一
一
二
条
ｂ
）、「
禁
止
さ
れ
た
戦
闘
方
法
」（
二
六

四
条
ｇ
お
よ
び
一
一
二
条
ｃ
）
お
よ
び
「
禁
止
さ
れ
た
兵
器
の
使
用
」（
二
六
四
条
ｈ
お
よ
び
一
一
二
条
ｄ
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規

程
に
お
け
る
ハ
ー
グ
法
の
違
反
行
為
は
、
武
力
紛
争
の
性
質
を
唯
一
の
分
水
嶺
と
し
て
二
分
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

ス
イ
ス
刑
法
で
は
、
ハ
ー
グ
法
に
関
し
て
は
、
保
護
法
益
や
行
為
の
性
質
を
基
準
に
規
定
が
か
な
り
細
分
化
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
分
類
の
仕
方
は
異
な
る
。

　

第
四
に
、
④
「
停
戦
又
は
和
平
の
違
反
、
軍
使
に
対
す
る
軽
罪
及
び
捕
虜
の
帰
還
の
遅
延
」
が
戦
争
犯
罪
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る

（
刑
法
典
二
六
四
条
ｉ
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
三
条
）。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
本
規
定
の
条
約
上
の
淵
源
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
条
⒜
か
ら

⒞
に
規
定
さ
れ
て
い
る
諸
類
型
は
、
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
（「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
規
則
」）
お
よ
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
一
追
加
議

定
書
に
直
接
由
来
す
る
行
為
類
型
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
対
応
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

⒜
お
よ
び
⒝
の
類
型
は
、
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
三
二
条
以
下
に
由
来
し
、
先
述
の
軍
刑
法
一
九
六
七
年
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
（
旧
一
一
三
条
お
よ
び
旧
一
一
四
条
）。
他
方
、
⒞
の
類
型
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
一
追
加
議
定
書
八
五
条
四
項
⒝
を
基
に
、
二
〇

一
〇
年
改
正
の
際
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
一
般
条
項
と
し
て
、
⑤
「
国
際
人
道
法
の
そ
の
他
の
違
反
」（
刑
法
典
二
六
四
条
ｊ
お
よ
び
軍
刑
法
一
一
四
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条
）
が
規
定
さ
れ
た
。
本
規
定
は
、「
国
際
慣
習
法
に
よ
っ
て
、
又
は
ス
イ
ス
に
承
認
さ
れ
、
拘
束
力
を
有
す
る
国
際
条
約
に
よ
っ
て
可

罰
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
」
国
際
人
道
法
の
違
反
行
為
を
処
罰
す
る
白
地
規
定
で
あ
る
点
で
、
軍
刑
法
旧
一
〇
九
条
と
類
似
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
条
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
の
批
判
が
そ
の
ま
ま
妥
当
し
う
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
二
〇
一
〇
年
改
正
時
の
連
邦
参
事
会
教
書
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
、
次
の
二
つ
の
目
的
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

前
条
ま
で
に
規
定
さ
れ
た
個
別
的
行
為
類
型
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
な
い
行
為
を

―
「
非
常
に
手
間
の
か
か
る
」

―
刑
法
の
改
正
を
経

ず
し
て
こ
れ
ま
で
ど
お
り
処
罰
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
、
お
よ
び
、
将
来
の
条
約
お
よ
び
国
際
慣
習
法
を
法
改
正
せ
ず
に
カ

ヴ
ァ
ー
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
）
66
（

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
二
〇
一
〇
年
改
正
で
は
必
ず
し
も
一
般
条
項
を
排
斥
す
る
こ
と

が
目
指
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
確
性
の
度
合
い
を
（
相
対
的
に
）
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
た
に
と
ど
ま
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
改
正
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
条
項
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
て
い
た
戦
争
犯
罪
の
個
別
的
行
為
類
型
を
逐
一
明

文
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
罰
規
定
の
明
確
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
と
い
え
る
。
加
え
て
、
多
く
の
類
型
に
関
し
て
武
力
紛
争
の
性
質

に
基
づ
く
区
別
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
に
比
べ
て
処
罰
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
と
い
え
る
。
さ

ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
は
存
在
し
な
い
類
型
と
ス
イ
ス
刑
法
典
に
は
存
在
し
な
い
類
型
と
が
あ
り
、
そ
の
限
り
で
処
罰
範
囲
が
拡
大
・
縮

小
さ
れ
て
い
る
点
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

㈣　

侵
略
犯
罪

　

二
〇
一
〇
年
改
正
時
に
は
、
侵
略
犯
罪
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
八
条
の
二
、
未
発
効
）
の
国
内
法
化
に
関
す
る
議
論
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
二
〇

一
〇
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
検
討
会
議
に
て
同
犯
罪
の
定
義
お
よ
び
管
轄
権
行
使
の
条
件
に
関
す
る
規
程
の
改
正
が
採
択
さ

れ
て
以
来
、
ス
イ
ス
は
、
同
改
正
を
批
准
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
六
日
、
ス
イ
ス
連
邦
参
事
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会
は
、
批
准
の
た
め
の
聴
聞
手
続
を
開
始
す
る
と
同
時
に
（
同
年
一
〇
月
二
〇
日
に
終
了
予
定
）、
侵
略
犯
罪
に
関
し
て
は

―
ド
イ
ツ
と
は

異
な
り

―
国
内
法
化
を
行
わ
な
い
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
犯
罪
は
国
家
に
よ
る
侵
略
行
為
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
訴

追
・
処
罰
に
際
し
て
は
侵
略
行
為
の
存
否
を
判
断
す
る
必
要
が
生
じ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
外
交
上
慎
重
を
要
す
る
判
断
を
行
う
主
体
と
し

て
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
最
適
で
あ
る
か
ら
、
ス
イ
ス
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
対
す
る
手
続
的
協
力
に
徹
す
る
べ
き
と
さ
れ
た
の
で
あ
）
67
（
る
。
ま
た
、
刑
法
典
上

の
「
他
国
の
領
土
主
権
を
侵
害
す
る
罪
」（
二
九
九
条
）
や
「
戦
争
遂
行
者
又
は
駐
留
外
国
部
隊
に
対
す
る
戦
闘
行
為
の
罪
」（
三
〇
〇

条
）
で
は
侵
略
犯
罪
を
部
分
的
に
し
か
捕
捉
で
き
な
い
た
め
、
万
が
一
自
国
民
が
侵
略
犯
罪
の
被
疑
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
へ

の
引
渡
し
も
や
む
を
え
な
い
と
い
う
。
今
後
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
の
か
、
注
目
が
集
ま
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
実
体
法
的
側
面
に
関
す
る
国
内
法
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
以
下
で
は
、
最

後
に
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
ス
イ
ス
に
よ
る
立
法
の
特
徴
を
五
点
に
分
け
て
確
認
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の

国
内
法
化
を
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
し
て
い
る
国
々
や
行
わ
な
い
こ
と
を
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
国
々
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
を
抽
出
す
る
。

　

第
一
に
、
立
法
の
時
期
に
関
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
加
盟
の
約
八
年
後
に
実
体
法
的
側
面
に
関
す
る
国
内
法
化
が
実
現
し
た
。
し
か
も
、

ス
イ
ス
は
、
当
初
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
へ
の
早
期
加
盟
を
実
現
す
る
た
め
に
、
い
わ
ば
「
二
段
階
方
式
」
を
と
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
加
盟
し
て
い
な
い
国
々
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
の
敷
居
が
低
く
な
る
と

い
え
る
。

　

第
二
に
、
立
法
の
目
的
に
関
し
て
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
七
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
前
記
二
㈢
参
照
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
と
り
わ
け
、

②
（
自
国
民
た
る
）
被
疑
者
を
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
引
き
渡
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
う
事
態
に
陥
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
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は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
国
内
法
化
を
行
っ
て
い
な
い
国
々
に
と
っ
て
も
関
心
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
立
法
方
式
に
関
し
て
は
、
今
般
の
立
法
手
当
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
の
よ
う
な
特
別
法
の
制
定
で
は
な
く
、
既

存
の
一
般
刑
法
の
改
正
と
い
う
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
立
法
者
は
そ
の
理
由
と
し
て
六
点
挙
げ
て
い
た
が
（
前
記
二
㈢
参
照
）、
そ
の
反
面
、

中
核
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
総
則
的
規
定
が
各
則
の
内
部
と
従
来
の
総
則
規
定
の
内
部
と
に
分
散
さ
れ
た
た
め
、
一
覧
性
に
欠
け
る
と
の
批

判
は
免
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
四
に
、
刑
法
総
則
的
規
定
に
関
し
て
は
、
既
存
の
刑
法
典
お
よ
び
軍
刑
法
の
改
正
に
よ
っ
て
国
内
法
化
が
行
わ
れ
た
た
め
、
基
本
的

に
は
従
来
の
総
則
規
定
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
改
正
で
は
、
予
備
行
為
な
ど
の
例
外
を

除
け
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
独
自
の
概
念
を
中
心
に
国
内
法
化
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
今
般
新
設
さ
れ
た
総
則
的
規
定
は
、
い
ず

れ
も
中
核
犯
罪
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
条
文
上
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
既
存
の
犯
罪
の
解
釈
や
適
用
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
上
官
命
令
の
抗
弁
な
ど
、
国
内
刑
法
の
原
則
で
あ
る
責
任
主
義
と
の
調
和
を
図
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ

規
程
上
の
概
念
に
修
正
を
施
し
た
上
で
国
内
法
化
が
行
わ
れ
る
例
が
存
在
す
る
。

　

第
五
に
、
刑
法
各
則
的
規
定
に
関
し
て
は
、
改
正
前
に
は
刑
法
典
に
も
軍
刑
法
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
人
道
に
対
す
る
犯
罪
が
新
た
に

規
定
さ
れ
た
ほ
か
、
既
存
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
保
護
さ
れ
る
集
団
と
し
て
新
た
に
政
治
的
お
よ
び
社
会
的
集
団
が
追
加
さ
れ
、
ま
た
、

ご
く
一
部
の
行
為
類
型
と
一
般
条
項
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
も
網
羅
的
な
処
罰
規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
た
に
ル
ー
ル
・
メ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
と
も
評
し
う
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ス
イ
ス
が
、
と
り
わ
け
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
お
よ
び

戦
争
犯
罪
に
関
し
て
、
単
に
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
明
確
性
の
向
上
を
図
っ
た
だ
け
で
な
く
、
処
罰
範
囲
の
拡
大
・
縮
小
を
も
行
っ

た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
以
外
の
国
際
条
約
や
国
際
慣
習
法
、
諸
種
の
国
際
刑
事
法
廷
の
判
例
な
ど
が
考
慮
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
五
点
を
総
括
す
る
と
、
ス
イ
ス
は
、
現
行
刑
法
で
は
そ
も
そ
も
捕
捉
さ
れ
え
な
い
犯
罪
類
型
を
カ
ヴ
ァ
ー
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
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と
、
お
よ
び
、
現
行
刑
法
で
捕
捉
さ
れ
う
る
犯
罪
類
型
で
あ
っ
て
も
そ
の
中
核
犯
罪
と
し
て
の
性
質
を
現
行
刑
法
で
は
十
分
に
考
慮
で
き

な
い
も
の
を
よ
り
適
切
に
訴
追
・
処
罰
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国
の
「
捜
査
又
は
訴
追
を
真
に
行
う
意
思
又
は
能
力
」

を
担
保
し
、
補
完
性
の
原
則
の
機
能
を
最
適
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
内
法
化
を
行
っ
た
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
イ
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
を
逐
条
的
・
逐
語
的
に
国
内
法
化
し
た
の
で
は
な
く
、
国
内
法
化
す
べ
き
概
念
を
選
別
・
追
加
し
、

そ
れ
ら
に
適
宜
修
正
を
加
え
た
上
で
、
部
分
的
に
は
独
自
の
ル
ー
ル
・
メ
イ
キ
ン
グ

―
「
国
際
人
道
法
の
促
進
」（
立
法
の
目
的
⑥
）

―
を
も
行
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
実
体
法
的
側
面
に
関
す
る
国
内
法
化
に
際
し
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
条
文
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
第
一
に
国
際
刑
法
（
学
）
の
視
座
か
ら
、
第
二
に
国
内
刑
法
（
学
）
の
視
座
か
ら
、
い
わ

ば
二
段
階
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
概
念
の
国
内
法
化
の
要
否
や
態
様
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
で
き

る
。
第
一
段
階
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
以
外
の
条
約
や
国
際
慣
習
法
、
諸
種
の
国
際
法
廷
の
判
例
に
も
照
ら
し
て
、
国
内
法
化
の
対
象
と
な

る
国
際
法
上
の
概
念
を
発
見
・
選
別
す
る
。
第
二
段
階
で
は
、
罪
刑
法
定
主
義
や
責
任
主
義
と
い
っ
た
国
内
刑
法
上
の
諸
原
則
や
法
体
系

に
鑑
み
て
、
第
一
段
階
で
選
定
さ
れ
た
概
念
を
さ
ら
に
篩
に
か
け
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
概
念
に
い
か
な
る
修
正
を
施
す
必
要
が
あ
る

の
か
を
決
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
加
え
て
、
ス
イ
ス
で
は
、
単
に
補
完
性
の
原
則
を
遵
守
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
社
会
に
向
け
た

ル
ー
ル
・
メ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
国
内
法
化
と
は
、
国
際
刑
法
（
学
）
お
よ
び

国
内
刑
法
（
学
）
の
い
ず
れ
の
視
点
が
欠
け
て
も
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
国
際
刑
法
の
今
後
の
発
展
を
占
う
上
で
も
決
し

て
看
過
で
き
な
い
動
向
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）  

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
方
式
お
よ
び
（
そ
の
対
概
念
で
あ
る
）
マ
ク
シ
マ
リ
ス
ト
方
式
に
関
し
て
は
、
新
倉
修
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
の
批
准
と
国

内
法
整
備
の
課
題
」
法
律
時
報
七
九
巻
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
八
頁
を
参
照
。

（
2
）  V

ölkerstrafgesetzbuch vom
 26. Juni 2002 

（BG
Bl. I S. 2254

）. 

同
法
は
す
で
に
日
本
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
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オ
ス
テ
ン
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
と
国
内
立
法

―
ド
イ
ツ
『
国
際
刑
法
典
』
草
案
を
素
材
と
し
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
七
号
（
二
〇
〇
一

年
）
一
二
六
頁
以
下
、
同
「
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
立
と
立
法
上
の
対
応
（
上
）・（
下
）

―
ド
イ
ツ
『
国
際
刑
法
典
』
草
案
が
日
本
に
示
唆
す

る
も
の

―
」
捜
査
研
究
六
〇
八
号
・
六
一
〇
号
（
い
ず
れ
も
二
〇
〇
二
年
）
六
六
頁
以
下
・
六
二
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
3
）  Schw

eizerisches Strafgesetzbuch vom
 21. D

ezem
ber 1937.

（
4
）  M

ilitärstrafgesetz vom
 13. Juni 1927.

（
5
）  Bundesgesetz über die Änderung von Bundesgesetzen zur U

m
setzung des Röm

er Statuts des Internationalen Strafgerichts-
hofs vom

 18. Juni 2010 （AS 2010 4963

）.

（
6
）  Bundesgesetz vom

 21. D
ezem

ber 1950 （AS 1951 437 453; BBl 1949 II 137

）.

（
7
）  Jürg van W

ijnkoop, D
as Engagem

ent der Schw
eiz ‒ G

rundlagen und erste Schritte, in: A
ndreas R. Ziegler/Stefan W

ehren-
berg/Renaud W

eber （H
rsg./Eds.

）, Kriegsverbrecherprozesse in der Schw
eiz ‒ Procès de crim

inels de guerre en Suisse, Zürich/
Basel/G

enf 2009, S. 5 f.

（
8
）  Bundesgesetz vom

 5. O
ktober 1967 （AS 1968 212; BBl 1967 I 585

）. 

同
改
正
に
関
し
て
は
、van W

ijnkoop, a.a.O
. （Fn. 7

）, S. 6 
f.

を
参
照
。

（
9
）  van W

ijnkoop, a.a.O
. （Fn. 7

）, S. 6 f.

（
10
）  

同
事
件
の
概
要
お
よ
び
一
連
の
裁
判
の
判
決
文
は
、Ziegler/W

ehrenberg/W
eber （H

rsg./Eds.

）, a.a.O
. （Fn. 7

）, S. 295 -388

に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

（
11
）  U

rteil des M
ilitärkassationsgerichts vom

 27. April 2001. 

同
判
決
の
評
釈
と
し
て
、A

ndreas R. Ziegler, Aktuelle juristische 
Praxis （AJP

） 2/2002, S. 215 ff. 

を
参
照
。

（
12
）  Stefan W
ehrenberg, V

or A
rt. 264‒264m

, in: M
arcel A

lexander N
iggli/H

ans W
iprächtiger 

（H
rsg.

）, Basler Kom
m
entar. 

Strafrecht II. Art. 111 -392 StG
B, 3. Aufl., Basel 2013 （im

 folgenden: BSK -II 3

）, Rn. 6 （S. 2078 f.

）.

（
13
）  Ziff. I des Bundesgesetzes über die Änderung des Strafgesetzbuches, des M

ilitärstrafgesetzes und der Bundesstrafrechts-
pflege vom

 24. M
ärz 2000 （AS 2000 2725 2729; BBl 1999 5327

）.

（
14
）  Botschaft betreffend das Ü

bereinkom
m
en über die V

erhütung und Bestrafung des V
ölkerm

ordes sow
ie die entsprechende 

Revision des Strafrechts vom
 31. M

ärz 1999 （BBl 1999 5327

）, S. 5346 （im
 folgenden: Botschaft 1999

）.



法学政治学論究　第99号（2013.12）

298

（
15
）  Ziff. II des Bundesgesetzes vom

 19. D
ezem

ber 2003 （AS 2004 2691 2694; BBl 2003 767

）.

（
16
）  Cour International de Justice, Affaire relative au m

andat d

’arrêt du 11 avril 2000.
（
17
）  Loi relative à la répression des violations graves de droit international hum

anitaire, 10 février 1999.
（
18
）  H

ans Vest/Christian Sager, D
ie bundesrätliche Botschaft zur U

m
setzung der V

orgaben des IStG
H
-Statuts ‒ eine kritische 

Bestandesaufnahm
e, AJP 4/2009, S. 426.

（
19
）  Bundesgesetz vom

 22. Juni 2001 über die Zusam
m
enarbeit m

it dem
 Internationalen Strafgerichtshof 

（ZISG

） （A
S 2002 

1493; BBl 2001 391

）. 

（
20
）  Bundesgesetz vom

 22. Juni 2001 über die Änderung des Strafgesetzbuchs und des M
ilitärstrafgesetzes （Rechtspflegedelikte 

vor internationalen G
erichten

） （AS 2002 1491; BBl 2001 2906

）.

（
21
）  Botschaft über das Röm

er Statut des Internationalen Strafgerichtshofs, das Bundesgesetz über die Zusam
m
enarbeit m

it dem
 

Internationalen Strafgerichtshof und eine Revision des Strafrechts vom
 15. N

ovem
ber 2000 

（BBl 2001 391

）, S. 393 

（im
 fol-

genden: Botschaft 2000

）.

（
22
）  Sabine G

less, Internationales Strafrecht. G
rundriss für Studium

 und Praxis, Basel 2011, Rn. 967.

（
23
）  Botschaft über die Änderung von Bundesgesetzen zur U

m
setzung des Röm

er Statuts des Internationalen Strafgerichtshofs 
vom
 23. April 2008 （BBl 2008 3863

）, S. 3879 -3883 （im
 folgenden: Botschaft 2008

）.

（
24
）  

ド
イ
ツ
が
特
別
法
の
制
定
に
よ
っ
て
国
内
法
化
を
行
っ
た
理
由
お
よ
び
そ
の
利
点
に
関
し
て
は
、Claus Kreß, V

om
 N
utzen eines 

deutschen V
ölkerstrafgesetzbuchs, Baden-Baden 2000, S. 18 -33

な
ど
を
参
照
。

（
25
）  Botschaft 2008, S. 3887 f.

（
26
）  G

less, a.a.O
. （Fn. 22

）, Rn. 940.

（
27
）  

管
轄
権
の
分
配
に
関
し
て
詳
し
く
は
、Botschaft 2008, S. 3902 -3906

お
よ
び
同S. 3971

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表
を
参
照
。

（
28
）  Schw

eizerische Strafprozessordnung vom
 5. O

ktober 2007.

（
29
）  AS 2006 3459; BBl 1999 1979.

（
30
）  

い
わ
ゆ
る
「
軽
い
法
の
原
則
」（
刑
法
典
七
条
三
項
）
や
外
国
刑
事
判
決
の
一
事
不
再
理
効
（
七
条
四
項
）
が
（
そ
の
ま
ま
）
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。Botschaft 2008, S. 3954.
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（
31
）  Botschaft 2008, S. 3956.

（
32
）  Botschaft 2008, S. 3897.

（
33
）  H

ans Vest, Zum
 U
niversalitätsprinzip bei V

ölkerrechtsverbrechen. Bem
erkungen de lege ferenda, Schw

eizerische Zeitschrift 
für Strafrecht （ZStrR

） 123 （2005

）, S. 332.
（
34
）  A

ndreas Eicker, D
as Schw

eizerische Internationale Strafrecht vor und nach der Revision des Allgem
einen Teils des Straf-

gesetzbuchs ‒ zur Interpretation des „engen Bezug

“ als verstecktes O
pportunitätsprinzip, ZStrR 124 （2006

）, S. 317.

（
35
）  G

erhard Fiolka, Art. 264m
, in: BSK -II 3, Rn. 38 （S. 2281

）.

（
36
）  

二
〇
一
〇
年
一
一
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二
〇
日
付
ス
イ
ス
連
邦
司
法
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警
察
省
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
も
参
照<http://w

w
w
.bfm
.adm

in.ch/content/bj/de/
hom
e/dokum

entation/m
edieninform

ationen/2010/ref_2010 -11 -02.htm
l>

（
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
最
終
閲
覧
）。

（
37
）  Botschaft 2008, S. 3948 -3952.

（
38
）  

ド
イ
ツ
国
際
刑
法
典
に
お
け
る
上
官
責
任
の
法
理
に
関
し
て
は
、
横
濱
和
弥
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
『
上
官
責
任
』
と
そ
の
国
内
法
化
の
態
様

に
関
す
る
一
考
察

―
ド
イ
ツ
『
国
際
刑
法
典
』
を
素
材
と
し
て

―
」
法
学
政
治
学
論
究
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
〇
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
39
）  Botschaft 2008, S. 3953.

（
40
）  G

erhard Fiolka, Art. 264l, in: BSK -II 3, Rn. 33 f. （S. 2271

） m
.w
.N
.; Vest/Sager, a.a.O

. （Fn. 18

）, S. 443 f.

（
41
）  Botschaft 2008, S. 3916.

（
42
）  Botschaft 2008, S. 3912 -3915.

（
43
）  Stefan W

ehrenberg, Art. 264, in: BSK -II 3, Rn. 75 -77 （S. 2108 f.

）.

（
44
）  W

ehrenberg, a.a.O
. （Fn. 12

）, Rn. 15 （S. 2081
） m

.w
.N
.

（
45
）  Botschaft 2008, S. 3957 f.

（
46
）  W
ehrenberg, a.a.O

. （Fn. 43

）, Rn. 34 -37 （S. 2096 -2098
）.

（
47
）  

後
藤
啓
介
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
犯
罪
構
成
要
件
に
関
す
る
一
考
察
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ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
主
な
特
徴
と
現
行
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本
刑
法
で
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対
応
の
限
界

―
」
法
学
政
治
学
論
究
八
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
五
七
―
三
五
八
頁
参
照
。

（
48
）  Botschaft 1999, S. 5347.

（
49
）  Botschaft 2000, S. 496.
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（
50
）  

そ
の
他
の
理
由
に
関
し
て
は
、Botschaft 2008, S. 3918 f.

を
参
照
。

（
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）  Botschaft 2008, S. 3915.

（
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）  Botschaft 2008, S. 3916.

（
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）  Botschaft 1999, S. 5339 f.

（
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）  Botschaft 1999, S. 5346.

（
55
）  Botschaft 2000, S. 423.

（
56
）  Botschaft 2008, S. 3380.

（
57
）  Botschaft 2008, S. 3922.

（
58
）  Vest/Sager, a.a.O

. （Fn. 18

）, S. 431 Fn. 50.

（
59
）  D

agegen Stefan W
ehrenberg/Caroline Ehlert, Art. 264a, in: BSK -II 3, Rn. 74 （S. 2133

）.

（
60
）  Botschaft 2008, S. 3932.

（
61
）  G

erhard Fiolka/Bruno Zehnder, V
or Art. 264b -j, in: BSK -II 3, Rn. 4 （S. 2140

） m
.w
.N
.

（
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）  Botschaft 2008, S. 3933.

（
63
）  Botschaft 2008, S. 3935.

（
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）  G

erhard W
erle, V

ölkerstrafrecht, 3. Aufl., Tübingen 2012, Rn. 1412 m
.w
.N
.

（
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）  Botschaft 2008, S. 3937.

（
66
）  Botschaft 2008, S. 3947 f.

（
67
）  Erläuternder Bericht zu den Ä

nderungen des Röm
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、
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